第16回　幹部役職員研修会アンケート
· 実施日：2021年2月16日（火）

· 回答人数：36　《イヤタカ》10　　《由利センター》2　　《北センター》2

《能代センター》3

《学校生協》1　　《こくみん共済》5　　《大学生協》8
《中通生協》3　　《その他》2
（1） 選択回答　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	
	大変よかった
	よかった
	普通
	悪かった

	オンラインについて
	21
	14
	1
	0

	コロナ防止対策について
	22
	13
	1
	0

	講演について
	25
	10
	1
	0

	計
	68
	37
	3
	0

	割合（％）
	63
	34
	3
	0


（2） 質問と回答　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Q1．最初の支援対象の選択はどのように決められるのか
A1．生活状況を伺い、状況を判断して、連絡をもらったら1回は食糧支援をすることにしています。明日は我が身。生活困窮者になるかもしれません。様々なケースを検討しています。

Q2．宅配料や無償の学習室など、お金がいくらあっても足りないくらいだが、大丈夫か

A2．生活困窮世帯からお金をいただくことはできないので、助成金の申請や寄付で賄っています。誰もやってもなかった狭間の活動ですので、利益は望めないのが現状です。

Q3．生協の配達時に、担当者にフードバンク品（自宅にある食品）を渡すことはできるか。

できる仕組みがあるのであれば、チラシに掲載すると良い

A3．現在仕組みはなく、回収は行っておりません。今後フードバンクも含めた支援を検討してまいります。
（3） 意見　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
· 教育の貧困が塾、習い事が出来ないから、という理由に納得できなかった。学校での学習内容・習熟度のアップこそ問題にすべき

· 出来れば資料について、連動させて説明をしていただけたらよかった

· 講演時は聞いている方の画面を切っていてもよかったのではないか

· 一部音声が途切れたところがあった

· 次回からもリモートが良い
（4） 感想　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
· みんな幸せに暮らしていると思っていた。お話を聞いてびっくり

· 菅総理は最後は生活保護があると言うけれど、人情、愛情が大切だと思った

· 保坂理事長は大変良い活動をされていて頭が下がる。今後もよろしくお願いしたい

· 行政が解決できないという事例に疑問。憲法で保障されている人権はどうなっているのか

· 子どもの貧困が進行していく日本、色々な問題を抱える日本の現実を直視した時間だった

· 子どものみならず、高齢者の問題まで幅広くお話を聞き、実態を知ることが出来た
· 個人で関わることでは限界があり、つながることの大切さを改めて知らされた

· 秋田の今の状況（生の声）が聞けて良かった。無関心が一番良くないと本当に思った
· 生協として何ができるか、個人としてもできることがありそうだ

· 秋田県の貧困の現状を聞いて驚いた。秋田市、秋田県の公的支援はどうなっているのかと思った

· 胸の詰まる思いで聞かせていただいた。何かしらできることがあれば協力したい

· 秋田市の実態を聞いて大変関心を持った。無関心が一番怖いと思う

· 「一人はみんなのために、みんなは一人のために」、の生協の理念に通じる活動だと思った

· コープでは高齢者支援対策が中心だが、今回は子供たちについての勉強ができた

· 未来のある子供たちを生活困窮の負の連鎖から解き放つことは、喫緊の課題であると感じた
· 無関心が一番怖い、貧困は自己責任の問題ではなく明日は我が身の問題でもある、という言葉が印象に残った

· 一人でも多くの方が今の困難な状況から抜け出すことを信じて、講演タイトルのように、自分の目の前にいる手助けの必要な方々を、ひたすら何らかの支援に繋げていけたらと思う
· 今日学んだことを身近にいる人に伝えて役立てたい

· 秋田市内にこんな困窮者がいるのだなということを改めて認識した

· 身近に貧困、命の危機を抱えた人がいることに驚いた。自分自身で何ができるのかを考えさせられた

· フードバンクの取り組みは秋田労福協の研修会や食品寄贈事業で理解していた。しかし単一の事業ではなく、これほど多面的に取り組まれていることの目的は、「貧困の連鎖」を断ち切るためであることも理解した
· NHKで保坂理事長のフリースクールが出ていたのを見たので、今日オンラインで学修することが出来てよかった

· 秋田県の子供の貧困がこれほどひどいとは知らなかった。皆さんと一緒に考えたい

· 全国的に問題になっているたくさんの課題をまとめて繋げ、よい方向に変えてけるような活動の内容がうかがえてよかった

· 時代とともに次々と問題は増えてしまうのかもしれないので、一つでも小さなことでも自分にも出来ることを考えたい

· SOSを出しても他で受け入れてもらえず、落ち着けない子供は今後どうなるのか心配
· これほど情報があふれる世になっても知らないことが多く、身近に貧困があることを認識した
· 自分の力で問題を解決することが難しい子供たちに、どうやって大切なものを提供していくのか？また、生活のみならず「学び」「機会」「尊厳」といったものを伝えていくのか？考えさせられた
· フードバンクの環境問題から始まった活動が食糧支援、子供の貧困、生活環境の支援と、様々な活動につながってきていると思った

· 新聞、TVなどで子供の貧困問題の記事が多くなっている。あまり耳に入らなかった情報が新聞、TVの記事として取り上げられる程深刻な問題になってきていることを今回の講演で知ることが出来た

· 途中、音声の途切れがあり若干聞きにくいところもあったが、コロナ対策を考えればリモートでよかった

· フードバンクや親子食堂については知っていたが、より詳しく知ることが出来てよかった。他の活動については今回初めて知るものもあり、多岐にわたる活動に頭が下がる。今後も色々な社会資源を活用して活躍してほしい

· 業務の関係から普段は研修会などに参加できないが、オンラインだったので参加することが出来てよかった

· 活動は新聞などで知る程度だったが、これほど秋田にも対象者が多くいることに驚いた

· オンラインは気軽に参加できるので良かった

· 身近なところにも苦しい生活を強いられている人がいることを知り心が痛んだ。日々の生活に感謝し、自分にも出来ることがあったらしたいと思った

· よくテレビで見る子ども食堂など子どもの貧困問題が身近なところでも起きていることに胸が痛んだ。子供たちが皆心豊かに暮らせるよう自分に手伝えることがあるのかと考えさせられた

· 制服の寄付など、自分でも出来ることを少しずつ協力していきたい

· 自分の子どもたちにも話を聞かせたいと思った

· このような活動、取り組みをしている団体のお話を初めて聞くことが出来てよかった

· 今まで気にしていなかった事柄について知ることが出来た。参加できてとてもよかった

· 秋田でも大変な方々がいるということに驚いた

· 活動の支援が出来るといいと思った。大きなことよりも小さなことでも継続が必要。一人ひとりが何が出来るのかを考えるきっかけ作りから始めていきたい

· 生協としての取り組みから出来ることを職員で考えていきたい

以上

